























































地球物理災害で、フィリピンにおいては 237.9 人/件、インドネシアにおいては 1314.5
人/件であった。地球物理災害の発生件数はフィリピンにおいては 55 件で全自然災害












20 世紀の後半以降、自然災害による被害は増加傾向にある。西暦 2000 年から 2009
年までの間に起きた自然災害の数は 1980 年から 1989 年までの間の 3 倍も多く、世
界は数年ごとに自然災害により大きな経済的な損失を被っている。１) 自然災害の統
計情報は、ベルギーのルーベンスカトリック大学災害疫学研究所 (Centre for 








防災における国際協調の重要性が認識され、1984 年の第 8 回世界地震工学会で米
国科学アカデミーの Frank Press が、1990 年代を「国際防災の 10 年 ( International 
Decade for Natural Disaster Reduction: IDNDR)とする構想を提案した。1987 年の













（United Nations Disaster Relief Organization; UNDRO）と連携をとりながらおこ
なうものとしてスタートしたが、予算基盤が脆弱で、1992 年に国連の機構改革によ
る UNDRO の廃止、90 年代に頻発した民族紛争や内戦の頻発と相俟って、人道支援
が強調されることとなった７)。IDNDR の活動は、「結局殆どは 21 世紀に持ち越され
た、しかし課題は明確に 7)」なった。すなわち、上述の予算・組織の制約により十分
な成果は達成できなかったものの、IDNDR は世界で最初の防災に関する国際協調の





「より安全な世界に向けての横浜戦略と行動計画 (Yokohama Strategy and Plan of 





1999 年の国連総会において IDNDR は「国連国際防災戦略 (United Nations 
International Strategy for Disaster Reduction: UNISDR)」へ 継承された。１１) 
UNISDR は Yokohama Strategy の見直しを行った。その内容は、復旧・復興より
も災害の予防、リスクの低減を重視し、IDNDR で示された方針を踏襲した。１２) 
横浜での国連防災世界会議から 10 年後の 2005 年に第 2 回国連防災世界会議が神
戸で開催された。2005 年から 10 年間の防災への取り組みの基本的枠組みとして「兵










2015 年 3 月には仙台において第 3 回国連防災世界会議が開催され、HFA のレビュ












この時期、少なくとも 8 つの NGO が人道支援の質の標準化のために働いていた。 
1．InterAction が、アメリカの民間非営利団体が現場で共同作業をする際の手順書、
保健衛生従事者への共通の短期教育訓練も開発中であった。 





3．国連、国際赤十字赤新月社連盟( International Federation of Red Cross and Red 
Crescent Societies :IFRC)、NGO を含む技術チームが医療に関する標準を作成して
いた。 
4．オックスファム(Oxfam)や国連難民高等弁務官事務所(Office of the United 
Nations High Commissioner for Refugees: UNHCR)が水と衛生についての標準化を
進めていた。 
5．二つの欧州の NGO 団体、国際ボランタリー団体協議会(International Council 
of Voluntary Agencies: ICVA)とヴォイス(Voluntary Organisations in Cooperation 
in Emergencies : VOICE)が業務標準を作成していた。 
6．英国では「支援を必要とする人々(People in Aid)」が人材育成の標準化に取り組
んでいた。 
7．資金提供者の間では、英国国際開発省 (Department of International 
Development: DFID) 、デンマーク国際開発援助活動 (Danish International 
Development Assistance: DANIDA)、スウエーデン国際開発協力庁 (Swedish 






最初スフィアの原型を主導したのは人道対応促進委員会 (Steering Committee for 
the Humanitarian Response: SCHR)だった。SCHR は複数の NGO の連合体で、オ
ックスファム、セーブ・ザ・チルドレン（Save the Children Found）、IFRC、アク
ト(Action by Churches Together: ACT)、ルター派世界連盟(The Lutheran World 
Federation: LWF)、国際カリタス(Caritas Internationalis)、国際海外救助救援協会
(CARE International)の 7 つの団体が参加して、初期の議論を主導した。1996 年 2





                                                   
i ルワンダでの合同評価が、スフィア誕生の触媒であると言われることがある。しかし現実は、
SCHR、Oxfam-UK、IFRC そのほかの支援団体が、Steering Committee for the Evaluation(評
価運営委員会)に参加しており、1995 年から 1996 年 3 月まで定期的に会合を行っていた






プロジェクト(Standards Project for Humanitarian Relief)」のそれぞれの単語の頭文字をと
り、それを変形させて Sphere となった(Walker P & Purdin S: Birthing Sphere. Disasters 
1999;28(2):100-111)。スフィア・プロジェクトに対する批判に、西洋社会、北側の豊かな社会の
視点から作成されており、支援を受ける地域の社会や文化を尊重していないというものがある。
スフィア・プロジェクトに対して批判的な Dufour らもこの点を問題にしている(Dufour C & 
Maury H: Rights, Standards and Quality in a Complex Humanitarian Space: Is Sphere the 






































て教育の重要性が指摘した。1 7 ) ところが、HFA において保健医療の役割は十分認識
されているといい難い。Egawa らは、HFA において健康が取り上げられている個所
                                                   
iii 緊急教育支援の標準化は、Inter-Agency Network for Education in Emergency(INEE)が、国
連機関、NGO、研究機関、政府組織などから成るネットワークを構築し実施している(内海成治: 
緊急教育支援の動向と課題. 国際教育協力論集 2005;8(2):15-24)。 
iv 残りの 4 項目は「1. 災害リスクの軽減は、実施へ向けた強力な組織的基盤を備えた国家・地
方における優先事項であることを保証する 2. リスクの特定、評価、監視と早期警戒を強化する 
4. 潜在的なリスク要素を軽減する 5. 全てのレベルにおける効果的な対応のための災害への備え
を強化する」である。日本語訳は暫定仮訳(www.unisdr.org/files/1037_wakugumi1.pdf 
[Accessed; April 9, 2014])によった。 
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は 3 か所、病院の安全についての段落のみであり、HFA 文書全体が 10,000 語を超え
ることを考えると少ないと指摘した。２５) 
HFA は 2015 年に見直しが行われる。これにあわせて災害医学を防災・減災の枠組
みに位置づけようという試みが行われている。2014 年 5 月にアメリカ合衆国ジョー
ジ・ワシントン大学でポスト HFA での取り組みを提案するためのシンポジウムが開
催された。２６) このシンポジウムにおいては、東北大学災害科学国際研究所災害医学























国連開発計画(United Nations Development Programme: UNDP) は人間の安全保
障の対象として経済、食糧、健康、環境、個人、地域社会、政治の 7 つを挙げた。そ
れらは相互に依存的であり、早期の介入が効果的であり、人間中心であって、全世界
的な関心にかかわるとも指摘した。UNDP はまた、「災害の台頭 (the rising tide of 
disaster)」という表現により、自然災害が人間の安全保障上の脅威となることも指摘
した。 
東北大学は、2005 年より農学・国際文化・環境・医学系の 4 研究科合同で「東北
大学ヒューマン・セキュリティプログラム」を開設し、人間の安全保障人間の視点か




である (福島安紀子、いま新たに『人間の安全保障』を考える-「人間の安全保障」は 21 世紀の
















が知られている。３３) リスク認知は国ごと３４) ３５)、地域間３６) ３７)で異なると報告
されている。対象への関心３８) あるいは、性別、年齢、収入、人種が複合的に影響す




































フィリピンとインドネシアの 2012 年における一人あたりの国民総所得 (GNI：
Gross National Income)は、フィリピンが 2,500 ドル、インドネシアが 3,420 ドルで、












面している。マニラ市の人口は、165 万人、マニラ首都圏には約 1186 万人が住んで
いる。バンドンはジャワ島西部の都市で、標高 700m に位置するvi。 





を別途報告した。4 6 ) 
第二次調査は以下の要領で実施した。2013 年 10 月 1 日フィリピン、マニラ市にお
いて実施した。フィリピン臨床検査品質保証評議会の災害対応セミナーにおいて質問
紙を配布し調査への協力を依頼した。2013 年 11 月 18 日インドネシア、バンドン市
のパジャジャラン大学における災害医学セミナーにおいて質問紙を配布し調査への
協力を依頼した。 




質問紙の配布は、フィリピンにおいては 46 名、インドネシアにおいては 70 名に対
して行った。前者のうち 1 名と後者のうち 3 名が、無回答のまま質問紙を返却した。












あるいは後日 PDF 化して電子メールにて行った。 
統計解析は Windows 7 上の R (version 2.15.0)により行った。フィッシャーの直接






















表 2 に防災・減災に関連する国際枠組み認知度を示す。 
フィリピンにおいては 58%、インドネシアでは 52%の回答者が、人間の安全保障を
知っていると答えた。スフィア・プロジェクトはフィリピンでは 2%、インドネシア












えたかどうかを検討するため、EM-DAT を検索し、2013 年 1 月 1 日から調査実施日
20 
 
までの期間に起きた自然災害の一覧を得た。検索期間はフィリピンは 2013 年 1 月 1
日から第二次調査実施日である 10 月 1 日まで、インドネシアは 2013 年 1 月 1 日か
ら調査実施日である 11 月 18 日までとした。発生頻度順に、フィリピンでは嵐が 5
回、洪水が 4 回、インドネシアでは洪水が 7 回、地震が 2 回、地すべりが 1 回発生し











ないとし、両側検定を行った結果、p = 1. 1156e -10 となり、帰無仮説は棄却された。
フィリピンとインドネシアそれぞれで重大な自然災害と考えられているものには違
                                                   
vii Others という分類は Annual Disaster Statistics Review 2012 には存在しないが、





表 6 に重要な災害感染症であるとして回答者があげたものを示す。 
フィリピンでは、レプトスピラ症 (27.1%, 32/118)、デング熱 (18.6%, 22/118)、下痢 
(15.3%, 18/118)、コレラ (10.2%, 12/118)が、災害感染症として挙げられた。これら
は水関連の感染症である。インドネシアでは、下痢 (22.0%, 27/123)と呼吸器感染症 
(20.3%, 25/123)が主要な災害感染症として挙げられた。デング熱とインフルエンザは
それぞれ回答の 8.9% (11/123)を占めた。 
表 7 に示された回答を、呼吸器感染症、水関連感染症、その他の感染症に再分類し
た。2 つのプロファイルを母集団からの標本とみなし、ピアソンのカイ 2 乗検定を行
























                                                   
viii  EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database, www.emdat.be 





インドネシアの天候災害の発生数は 18 件で全体の 4.1%、件数当たりの死亡者数は
534.9 人で全体の 4.0%であるが、天候災害が重大であるとした回答は総回答数の
1.9%であった。水文災害の発生数は 206 件で全体の 47.2%、件数当たりの死亡者数




インドネシアにおいては、天候災害 1 件当たりの死亡者数は 534.9 人、水文災害 1
件あたりの死亡者数は 167.8 人であったが、回答者の災害リスク認知は水文災害のほ

















表 8 に示すように、フィリピンにおいて地球物理災害は全自然災害発生数の 10%、
死亡者数は 21%を占めている。地球物理災害 1 件当たりの死亡数は平均すると 237.9
人/件である。一方、水文災害 1 件当たりの死者は 35.8 人/件、気象災害 1 件当たりの
死亡者は 132.3 人/件である。これらを合計した 35.8+132.3=178.1 人/件より地球物
理災害 1 件当たりの死亡者数 237.9 人/件の方が多い。同様に、インドネシアについ
ては、地球物理災害 1 件当たりの死亡者は 1314.5 人/件で、これは水文災害 1 件当た










































答は 129 中 30 あったが、暴風(storm)ないし高潮(storm surge)を挙げた回答は存在
しなかった。この回答結果は、防災・減災教育の新たな話題を示唆するものと思われ
る。 




































フィリピンでの調査では 45 名の調査対象者のうち検査技師が 12 名、インドネシア










































災害科学国際研究所 災害医学部門 災害精神医学分野 教授 富田博秋先生に
は、副査第一として本論文の審査にあたっていただいたほか、審査過程において数々
のご助言とご指導をいただきました。 
災害科学国際研究所 災害医学部門 災害公衆衛生学分野 教授 栗山進一先生、





災害科学国際研究所 情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス 教授 小野裕




大学院医学系研究科 内科病態学講座 感染病態学分野 准教授 芦野有悟先生
には論文執筆指導をいただきました。 
フィリピン サンラザロ病院 STD AIDS Cooperative Central Laboratory 
Elizabeth O. Telan 先生、Angeles University Foundation 公衆衛生大学院 Razel 
Kawano 先生、 Angeles University Foundation 大学院 Carmela S. Dizon 先生、
インドネシア Universitas Padjadjaran 医学部 Bachti Alisjahbana 先生には、調
査実施のほか論文執筆指導をいただきました。 
St. Luke’s college of Medicine 教授 Filipinas Natividad 先生、フィリピン赤十
字社 事務局長 Gwendolyn Pang 先生、インドネシア Universitas Padjadjaran 
医学部 Delsi Taurusti 先生には、調査実施にご協力をいただきました。 
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医師 公務員 不明 計 
フィリピン 16 0 0 12 5 5 4 3 0 45 
インドネシア 21 19 12 1 0 0 10 3 1 67 
質問紙の配布は、フィリピンにおいては 46 名、インドネシアにおいては 70 名に対して行った。前者のうち 1 名と後者のうち 3 名が、





表 2：国際防災枠組みの認知度  
 人間の安全保障 スフェア・プロジェクト 兵庫行動枠組み 2005-2015 
フィリピン 26  1  5  
インドネシア 35 8  7  
国際防災枠組みを知っているかどうかを尋ねた。それぞれのセルの数字は知っていると答えた人の数を示す。対象者数はフィリピン 45








マネージメント 災害医学一般 自然災害 感染症 医学 公衆衛生学 リスク学 その他 合計 
フィリピン 0 (0.0) 2 (3.4) 9 (15.3) 28 (47.5) 6 (10.2) 4 (6.8) 2 (3.4) 8 (13.6) 
59 
(100.0) 
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表 3 の結果を災害の分類ごとに集計した。それぞれのセルは人数を括弧内数字は割合(%)を示す。分類は EM-DAT の国際災害データベ
ースによった(EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database, www.emdat.be - Université catholique de Louvain - 
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表 5 の結果を感染の様式により再分類した。表 5 のインフルエンザと呼吸器感染症を表 6 の呼吸器感染症に、表 5 の下痢、レプトスピ
ラ症、デング熱、コレラ、皮膚感染症、赤痢を表 6 の水媒介感染症に再分類した。２つの国における構成割合は異なる 






a)発生数 b) 死亡者数 
c) 災害 1件当たりの死亡者数; 
a/b  
d) 回答者の災害リスク認知 
























































































































列 a)は自然災害発生の報告件数、列 b)は死者の数を自然災害の分類ごとに示した。数字は EM-DAT の国際災害データベース(EM-DAT: 
The OFDA/CRED International Disaster Database, www.emdat.be - Université catholique de Louvain - Brussels - Belgium”.)によ














付録 1：第一次調査(2013 年 6 月フィリピン)で配布した質問紙 
Questionnaire for human security course.   
 
1. The name of your institution  
                                      
2. Medical school or public health school? 
     Medical school            or          public health school                      
3.  Number of students and teaching staff in your school 
        students :                      teaching staff :                                                  
4.  Syllabus outline of your school? 
        YES (  available online   or  not  )      or       NO                                                                       
5.  Current program related to disaster medicine? 
        YES(name of the program :                       )  or  NO                                                                     
6.  Do you have a course to educate emergency management specialist? 
        YES(name of the course :                         )  or  NO                                                                    
7.  Dose it contain a disaster medicine? 
        YES(name of the subject :                         )  or NO                                                                     
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8.  Please list significant disasters caused by natural hazards in your 
country/region. 
                                                                         
9.  Do you have emergency medical aid organization in your country/region? 
        YES(name of the organization :                     )  or 
NO                                                             
10. What are the common disaster-related infectious diseases in your 
country/region? 
                                                                         
11. Please list research topics related disaster medicine. 
                                                                           
13. Are you aware of the concept of Human Security? 
       YES              or              NO 
14. What kind of subjects do you think necessary for Human Security Public 
Health Course? 
                                                                            
15. Who will be a contact person for this project in your organization? 
       name :                             title :                            
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16. What is your perspective about international humanitarian response to 
disaster? 
                                                                             
17-1 Are you aware of SPHERE project? 
YES              or             NO 
17-2. If 17-1 is YES, what is your opinion about SPHERE project? 
                                                                             
18-1. Are you aware of the Hyogo Framework for Action (HFA) in 2005? 
     YES              or             NO 
18-2.If 18-1 is YES, what is your opinion about Hyogo Framework of Action 
(HFA) in 2005 and the perspectives to post 2015 framework? 
                                                                             








1. 所属機関名  
                                      
2. 医学部ですか公衆衛生学部ですか？ 
     医学部            または          公衆衛生学部                      
3.  所属機関の学生数と教員数 
        学生 :                      教員 :                                                  
4.  シラバスの概要はありますか？ 
        はい ( オンライン入手可能  ない )    または    いいえ                                                                       
5.  実施中の災害医学関連のプログラムはありますか？ 
        はい(プログラム名 :                       ) または  いいえ                                                                     
6.  救急対応専門家養成のコースを設けていますか？ 
        はい(コース名 :                         ) または   いいえ                                                                    
7.  そのコースは災害医学を含みますか？ 
        はい(科目名 :                         )  または いいえ                                                                    
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8.  あなたの国/地域における重大な自然災害をあげてください。 
                                                                         
9.  あなたの国/地域に救急医療組織がありますか？ 
        はい(組織名 :                     )  または いいえ                                                             
10. あなたの国/地域においてよくみられる災害感染症は何ですか？ 
                                                                         
11. 災害医学に関連する研究課題をあげてください。 
                                                                           
13. “ヒューマン・セキュリティ”を知っていますか？ 
       はい             または              いいえ 
14. “ヒューマン・セキュリティ公衆衛生学コース”にどんな科目が必要と思いま
すか？ 
                                                                            
15. そのようなコースを行う場合の連絡窓口は誰ですか？ 
       名前 :                             役職 :                            
16. 災害対応国際人道支援についてどのような在り方が望ましいですか？ 




はい           または             いいえ 
17-2. 知っている方に、スフェア・プロジェクトにどのような意見をおもちです
か？ 
                                                                             
18-1. 兵庫行動枠組（HFA）を知っていますか？ 
はい           または             いいえ 
18-2.知っている方に、兵庫行動枠組（HFA）にどのような意見をおもちですか、
そして 2015 年以降の枠組みにどのような意見をおもちですか？ 






付録 2：第二次調査(2013 年 10 月フィリピンおよび 11 月インドネシア)で配布
した質問紙 
 
Questionnaire for human security course.   
1. The name of your institution  
                                      
2. The name of your department  
                                     
3.  Area of your interests 
                                                                       
4.  If you are academics, please answer 4-1 to 4-4. 
4-1 Is syllabus outline of your school available? 
        YES ( available online   or  not  )      or       NO                                                                       
4-2 Do you have educational programs related to disaster medicine? 
        YES (name of the program :                       )  or  NO                                                                     
4-3 Do you have a course to educate emergency management specialist? 
        YES(name of the course :                         )  or  NO                                                                    
4-4 Dose it contain a disaster medicine? 
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        YES(name of the subject :                         )  or NO                                                                     
5.  Please list significant disasters caused by natural hazards in your 
country/region. 
                                                                         
6.  Do you have emergency medical aid organization in your country/region? 
        YES(name of the organization :                     )  or 
NO     
7. What are the common disaster-related infectious diseases in your 
country/region? 
                                                                         
8. Please list research topics related disaster medicine. 
                                                                           
9. Are you aware of the concept of Human Security? 
       YES              or              NO 
10. What kind of subjects do you think necessary for Human Security Public 
Health Course? 
                                                                            
11. Who will be a contact person for this project in your organization? 
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       name :                             title :                            
12. What is your perspective about international humanitarian response to 
disaster? 
                                                                             
13-1 Are you aware of the Sphere project? 
YES              or             NO 
13-2. If 17-1 is YES, what is your opinion about the Sphere project? 
                                                                             
14-1. Are you aware of the Hyogo Framework for Action (HFA) in 2005? 
     YES              or             NO 
14-2.If 14-1 is YES, what is your opinion about HFA in 2005 and the 
perspectives to post 2015 framework? 
                                                                             







1. 所属機関名  
                                      
2. 所属部局名  
                                     
3.  興味のある分野 
                                                                       
4.  学術機関に所属の方は 4-1 から 4-4 にお答えください。 
4-1 シラバスの概要は入手可能ですか？ 
        はい ( オンライン入手可能  ない )    または    いいえ                                                                       
4-2 災害医学に関する教育プログラムがありますか？ 
        はい (プログラム名:                       )  または  いいえ                                                                     
4-3 救急対応専門家養成のコースを設けていますか？ 
        はい(コース名 :                         ) または   いいえ                                                                 
4-4 そのコースは災害医学を含みますか？ 
        はい(科目名 :                         )  または いいえ                                                                 
58 
 
5.  あなたの国/地域における重大な自然災害をあげてください。 
                                                                         
6.  あなたの国/地域に救急医療組織がありますか？ 
        はい(組織名 :                     )  または いいえ      
7. あなたの国/地域においてよくみられる災害感染症は何ですか？ 
                                                                         
8. 災害医学に関連する研究課題をあげてください。 
                                                                           
9. “ヒューマン・セキュリティ”を知っていますか？ 
はい           または             いいえ 
10. “ヒューマン・セキュリティ公衆衛生学コース”にどんな科目が必要と思いま
すか？ 
                                                                            
11. そのようなコースを行う場合の連絡窓口は誰ですか？ 
       名前 :                             役職 :                           
12. 災害対応国際人道支援についてどのような在り方が望ましいですか？ 




はい           または             いいえ 
13-2. 知っている方に、スフェア・プロジェクトにどのような意見をおもちです
か？ 
                                                                             
14-1. 兵庫行動枠組（HFA）を知っていますか？ 
はい           または             いいえ 
14-2. 知っている方に、兵庫行動枠組（HFA）にどのような意見をおもちですか、
そして 2015 年以降の枠組みにどのような意見をおもちですか？ 
                                                                             
toshatto@med.tohoku.ac.jp までご返送ください。 
 
